
令和 8 年度 

 

光鯱会本部 第１回幹事会 議事録 

日時 令和 8年 4月 7日（火）18:30～ 

場所 名古屋工業大学 24 号館 1階 116 教室 

対面＋Teams開催 

記録者 宇佐美 

出欠：（欠）夏目、加藤茂、岡、宇佐美、内藤、田中大、楠原、松永、T 田中康、浅野、（欠）田中俊 

成田、渡辺、神野、魚住、（欠）門田、小林、（欠）伊藤、山口、濱田、馬淵、石津、（欠）木田、 

T 津田、中野、T木下、（欠）位田、T杵川、加藤竜 

※ T：Teams による出席者  (欠)：欠席者  ※敬称略 

※ T：Teamsによる出席者  (欠)：欠席者  ※敬称略 

 

Ⅰ 議題 

１． 令和 8 年度総会・評議員会・見学会について 

・5/16（土）に見学会→評議員会→総会→懇親会を行う。 

・見学会：受付 9:30-（別途資料あり⇒「光鯱会ドライブ＞2026 年度＞春の見学会」に保管） 

 ※遠方の評議員は間に合わないかも、との意見あり 

・生協によると 17：30 以降なら予約できるとのことだったため、再度生協およびカフェサラに確認

し、懇親会の会場及び開始時刻を生協に再確認する。（濱田先生） 

・評議員会、総会、懇親会の開始時刻は後日メールにて確認する 

⇒4/8 確認の結果、懇親会を大学会館１階大食堂にて、17:00 開始とする 

（メールにおける評議員会以降のタイムテーブル確認） 

・評議員会：15:00-16:15 ＠24号館 1 階 114教室 

・総会  ：16:20-16:50  ＠24号館 2 階 2421 教室 

・懇親会 ：17:00-18:30 ＠大学会館１階 

  ※会場は濱田先生にて予約 

・講演は中村文化小劇場（300名弱収容のホール、中村文化プラザ 3 階）を使用、中村公園近辺で他

に適切な会議室はなかった。 

・豊國神社への謝礼は 5,000 円とする 

・5/16,17 は中村公園の太閤まつりが開催され、午後以降の混雑が予想されているため午前中の見学

とした。また、5/16は豊臣ミュージアムの団体チケットを事前購入できないため、当日にチケッ

ト購入する必要あり。 

・豊臣ミュージアムは団体料金（640 円）を一律適用（65歳以上の名古屋市民割引より安価）し、

光鯱会負担とする（参加費無料）。 ⇒５０～６０名を想定 

・見学に関する費用は計 70,000 円とする。（会場利用料、プロジェクター等利用料、豊臣ミュージ

アム入場料、豊國神社謝礼） 

・見学会当日の連絡先は田中康幹事宛。 

・現時点で見学会に参加できる幹事は、加藤幹事長、岡副幹事長、宇佐美副幹事長、松永、田中

康、浅野、小林、石津、津田、中野（敬称略）。当日の役割分担は田中康幹事が決める。 

・評議員会は１５名程度の参加のため、受付は不要（出席者の確認程度）。 

・総会受付は松永幹事始め総会担当を想定。 

・評議員会・総会においては、小野会長があいさつ、本部長の夏目先生が説明、評議員会の司会進

行は加藤幹事長。総会の司会進行は宇佐美副幹事長もしくは加藤幹事長。（昨年度は評議員会・総

会とも幹事長が司会進行） 



・評議員会、総会の会場設営は大学側で行う。（濱田先生） 

 ・評議会及び総会資料は次回幹事会（５月）にて確認する。 

 ・評議会及び総会の大学側の世話役は濱田先生。 

 ・懇親会の会費は 4,000 円、会場には 40 名分で予約する。学生は招待のため、学生の参加が多いと

赤字となるが、光鯱会の PRの機会と捉える。 

・見学会、評議員会・総会・懇親会の周知文をメールにて濱田先生に集約する。（大学事務局から各

会員に発信するため） 

・タイムテーブルが決まったら、加藤幹事長から小野会長・夏目本部長に報告する。 

・参加受付は 5/8締切とし、次回幹事会にて参加人数も確認する。 

 

２．光鯱会だより第 40号の概要について 

・機関紙担当の魚住幹事からの報告。原稿締切は 6 月中旬。 

・魚住幹事にて構成案を作成中、次回幹事会（５月）にてスケジュール、執筆担当など詳細を確認

する。（別途資料あり⇒「光鯱会ドライブ＞2026年度＞光鯱会だより＞第 40号」に保管） 

・「卒業生は今」の執筆者は昨年度の OBOG交流会講演者とし、講演を依頼した幹事から執筆につい

ても依頼する。（次回の幹事会にて再度確認） 

・「支部だより」は夏目先生から各支部に依頼する。 

・昨年度（第 38号は「名古屋工業会名古屋支部報告」があったが、これは R5・6 年度は光鯱会が名

古屋支部事務局だった関係で報告したもので、今回は掲載しない。 

・学生幹事の負担軽減のため、編集作業も外注してみる。（R7 から約 11万円の増となる） 

 

３．幹事会会計報告 

・（別途資料あり⇒「光鯱会ドライブ＞2026 年度＞幹事会資料＞第 1回（20260407）に保管） 

・会計担当成田幹事からの報告。 

・特記：当該会計は①春の見学会、②幹事会、③（総会）懇親会が対象。幹事会の赤字は対面参加

が増えたことによる弁当代の増であるが、弁当代は幹事の参加手当に準ずるもの。今年度

も昨年度同様の 235,000円とする。弁当代はこれ以上のコストダウンは困難。（＠1,080円

（税込）＋ペットボトルお茶代） 

 

４．工業会名古屋支部総会について 

・工業会担当浅野幹事からの報告。 

・総会及び講演会は 6/20（土）の予定であるが、詳細は未定のため、次回の工業会幹事会（4/27）

にて確認し、次回の幹事会にて報告する。（事務局は機械学科系の巴会） 

 ・新しい工業会担当幹事（小林幹事、石津幹事）は 4/27 幹事会に出席する方向で、代表幹事の松田さ

ん（大成建設）に浅野幹事経由で連絡する。（工業会幹事名簿も更新） 

 ・工業会の主な行事は、6/20_総会・講演会、11/7_秋の見学会、1/初旬_新年互礼会のほか、年数回の

幹事会。 

 

 ５．光鯱会事務業務の移行について  

 ・学生幹事の負担軽減（７月からの移行を目途）： 

開催通知・出欠確認、弁当手配について、幹事会運営担当の新設について、今後議論する。（リー



ダーは会計担当の木田幹事？） 

  光鯱会だよりの編集の外注化をやってみる。 

 ・事務員負担の軽減： 

  事務委託費を年 60 万円から 65 万円に増、光鯱会だよりの封入・送付の外注化を継続。その他は

今後検討。 

 

Ⅱ．その他 

①今年度の役割分担について 

・ベテラン（幹事経験の長い幹事）のリーダーシップのもと担当チーム毎に業務を進めてもらう。 

・幹事運営担当は中堅以下で構成し、各担当から移行し４名程度とする等、次回検討する。（リーダ

ーは会計担当の木田幹事？） 

 

※担当割（下線は重複４名 太字は新規幹事６名） 

総会   （４）：松永、田中俊、山口、位田 

見学会  （４）：田中康、小林、石津、津田、中野 

ＯＢ交流会（４）：渡辺、神野、山口、杵川 

機関紙  （４）：魚住、門田、馬淵、木下 

工業会  （５）：内藤、浅野、門田、小林、石津 

 会計   （２）：成田、木田 

 

②光鯱会全国大会について 

・前回（R6）は 11/23（土）、同様であれば 11/21（土）となるが、小野会長、夏目本部長と幹事

長・副幹事長とで相談し、日程・内容を調整する。評議員会・総会で加藤幹事長から相談する形

をとる？ 

※11/7は秋の見学会、11/14・15は工大祭の予定 

※OBOGに大学に来てもらう仕掛けだった「ホームカミングデー」は大学側の負担大とのことで、

前学長の時に取止めとなっており、今後再開を要望すべきとの意見があった。 

・全国大会は負担が大きいため、総会担当ではなく、別途担当決めする。 

 

 

【次回幹事会の日程】 

次回：令和 8 年 5 月 12 日（火） 午後６時３０分～  

於 名古屋工業大学 24号館 1階 116教室 

      （内容案）・総会・評議員会・見学会の最終確認 

           ・光鯱会だより第 40 号進捗状況について 

           ・令和 8年度総会資料について     他 

 

以上 文中敬称略 


